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南
朝
の
皇
居

義
経
、秀
吉
も
縁

吉
水
神
社
（
吉
野
町
）

莢莢

莢莢

吉
水
神
社
の
本
殿
‖
吉
野
町
吉
野
山
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
吉
野
町
吉
野
山
５
７
９

（
祭
神
）
後
醍
醐
天
皇
、
楠
木
正
成
、
吉

水
宗
信
法
印

（
交
通
）
近
鉄
吉
野
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
書
院
一
般
６
０
０
円
、
中
高
生

４
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

（
駐
車
場
）
有
。
桜
の
季
節
利
用
不
可

（
電
話
）
０
７
４
６
・

・
３
０
２
４

吉
野
町
吉
野
山
に
あ
る
吉

水
神
社
は
、
天
武
天
皇
時
代

に
役
行
者
に
創
建
さ
れ
た
修

験
宗
の
僧
坊
で
、「
吉
水
院
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

１
３
３
６（
延
元
元
）年
、

後
醍
醐
天
皇
が
吉
野
に
潜
幸

し
た
際
、
吉
水
宗
信
法
印
の

援
護
で
こ
の
吉
水
院
を
南
朝

の
皇
居
と
し
て
南
朝
四
代
の

歴
史
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
現

存
す
る
南
朝
の
宮
と
し
て
、

当
時
の
貴
重
な
品
々
が
こ
の

書
院
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年

に
「
吉
水
神
社
」
と
改
め
、

後
醍
醐
天
皇
、
楠
木
正
成
、

吉
水
宗
信
法
印
を
祭
神
と
す

る
神
社
と
な
り
ま
し
た
。

後
醍
醐
天
皇
の
潜
幸
よ
り

約
１
５
０
年
も
前
の
１
１
８

５
（
文
治
元
）
年
、
源
義
経

と
静
御
前
が
弁
慶
と
と
も
に

源
頼
朝
の
追
手
か
ら
逃
れ
こ

こ
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
１
５
９
４
（
文
禄
３
）

年
に
は
豊
臣
秀
吉
が
吉
水
院

を
花
見
の
本
陣
と
し
て
盛
大

な
吉
野
の
花
見
を
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
数
々
の
歴
史

の
中
で
名
を
は
せ
、
義
経
や

後
醍
醐
天
皇
や
豊
臣
秀
吉
に

縁
の
数
々
の
文
化
財
が
今
も

保
管
さ
れ
て
い
る
吉
水
神
社

は
、現
在
で
は
世
界
遺
産「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

の
構
成
資
産
の
一
つ
に
な
り

世
界
中
か
ら
多
く
の
参
拝
者

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

桜
や
紅
葉
の
名
所
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
ペ
ッ
ト
の
祈

と
う
や
参
拝
も
で
き
る
た

め
、
ペ
ッ
ト
に
優
し
い
神
社

と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

福
岡
康
浩
）


